
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[20]チオりん酸

O ,O -ジメチル-O -
(3-メチル-4-ニト

ロフェニル)（別

名：フェニトロチ
オン又はMEP）

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [20] 0.011

分析条件：
 機器

  GC：HP6890
  MS：AutoSpec Ultima
 カラム

  DB -5
  30m×0.25mm、0.25µm又は

  RH-12ms
  30m×0.25mm、0.25µm

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【水質】

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 5g
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 10mL

カラム
クリーンアップ

濃縮

ﾍｷｻﾝ 50mL

転溶

GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
2mLまで

注）固相抽出後LC/MS/MS-SRM-APCI-ポジティブ又はネガティブによって[5]
等と同時に分析された例があった。
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濃縮

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

2,3',4',5-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ(#70)- 13C12 1ng及び

3,3',4',5-ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ(#79) -13C12 1ng

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
2mLまで

濃縮

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ-d6 2ng

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100mL×2回

水質試料 脱水振とう抽出

2,000mL

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
2mLまで

 


